
１　財源不足の状況

　　予算編成方針を示達した９月時点では、約１８２．５億円の財源不足が生じました

　が、予算要求締切後の１１月時点では、各部局の要求内容の精査により９５．５億円

　の財源不足となりました。

２　財源不足解消への対応策

（１）歳出縮減策（主な事業は次ページに掲載）

　　　要求事業費の見直し及び精査等のほか、国の補正予算による国庫支出金の活用に

　　よる令和６年度２月補正予算への前倒しなどにより、８０．０億円（一般財源

　　６２．９億円）の縮減を図りました。

（２）歳入確保（財源対策）

　　　歳出事業に合わせて市債等の特定財源を活用するとともに、市税収入見込みの時

　　点修正及び国の地方財政計画を踏まえた精査を行い、さらに財政調整基金を１２億

　　円繰入れること等により、３２．６億円の財源対策を図りました。

　　　なお、財政調整基金については、令和７年度当初残高が令和６年度当初と比較し

　　て２０億円減の約７４億円となる見込みです。

　財源不足額９５．５億円は、歳出縮減（Ａ）及び歳入確保（Ｂ）により解消し、収支

均衡した予算を編成しました。

以　上

（事務担当　財務部財政課）
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＜歳出縮減策の主な事業＞　※金額は事業費

　①　事業の見直し・優先順位付けによる縮減

・ （小学校給食無償化）　　△10.2億円（一般財源負担分）

　　国の動向等及び本市の財政状況を踏まえ実施を見送り

・ （八ヶ岳野外体験教室整備事業費）　　△2.5億円

　　一部の施設の改修工事等

・ （学校施設環境整備事業費（小・中））　　△1.9億円

　　一部の小・中学校における各改修工事等

・ （諸整備費事業費（小・中））　　△1.9億円

　　一部の小・中学校における各改修工事等

・ （住宅環境整備事業費）　　△1.8億円

　　一部の市営住宅の改修工事等

・ （スポーツ施設整備費）　　△1.5億円

　　一部のスポーツ施設の改修工事等

　②　２月補正への前倒し実施

・ （学校施設環境整備事業費（小・中））　　△13.7億円

　　国の補正予算に伴う小・中学校における各改修工事等

・ （村岡地区都市拠点総合整備事業費）　　△1.2億円

　　国の補正予算に伴う村岡・深沢地区土地区画整理事業

　③　要求の精査による縮減

・ （各種予防接種費）　　△9.3億円

　　接種者数の直近の実績等に基づく見込みの精査等

・ （介護給付費等事業費）　　△4.0億円

　　直近の実績等に基づく見込みの精査等

・ （児童手当費）　　△3.2億円

　　直近の実績等に基づく見込みの精査
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